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保育者の関わ
り

園児A 園児B 園児C 園児D 園児E 園児F

（水が沸騰し
てきて）どう
なっている?

じーっとみて
ごらん。

（水蒸気は）
雲とすごく一
緒?

もくもくは、
は水の近くと
上の方だと
どっちの方が
白い?

（水蒸気が空
気で冷やされ
て湯気として
もくもくして
見えることを
説明）
（お玉をかざ
して水へ変化
する様子も観
察）

あっ!ちょっ
とみえてき
た

下の方が水
が見える

たしかに!

爆発するか
もしれない
よ!!

熱そうだ
ね・・・!

たしかに!

雲になって
る!

ぽかぽかし
ている

全部水だ
ね!!

白いの見え
る!

上の方も薄い
けどもくもく

分からな
い・・・

（水蒸気に築
いて食い入る
ように見てい
る）

すごく一緒で
はない

水はサイダー
みたい

ゆげはあつい
のかな?

ふわふわし
てきた!

氷も水が変
わったの?

水、水蒸気、氷の関係性を図鑑で調べてみよう

10/12 探究テーマ:雲（水の変化の実験）
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保育者の
関わり

園児A 園児B 園児C 園児D 園児E

じっくりみて
みてね

空はただの青
かな?

今何色かな?

すこしずつ混
ぜたら水色に
もなるよ

「青」

紙の上で色を混ぜ
なっがら描く

「指でちょんちょ
ん（白で雲を描
く）のが生クリー
ムみたい」

「水色!」
「でも水色の青
（そのままの色
で）使いたい
なっ」

空と見比べながら
色を混ぜる

「水色でき
た!!」

紙の上で色を混ぜ
なっがら描く

空を見る

紙に集中して雲を
描くことに集中す
る

紙皿の上で水色を
作ることに集中す
る

真剣に取り組む（べた塗も多い）





2026/3/31

5



2026/3/31

6



2026/3/31

7



2026/3/31

8



2026/3/31

9

子どもの姿 ・毎日空を見上げて「鱗雲だね」「あの雲○○みたいだ
ね」「金色に輝いてる!」などの発言をするようになっ
た。

「問い」を考える ・どんな雲があるといいかな?
・何色使ってみる?

活動をデザインする ・見たままでなくても雰囲気を感じ取り、空を子どもな
りに感じて様々な色で表現する。
・他の子どもの作品も見ることで、様々な感じ方がある
ことを知る。

環境をデザインする ・静かで集中できる、また広々としたグラウンドで行う。
・アクリル絵の具は青系だけでなく、ピンク、黄色を用
意しておく。（様々な表現ができるように）青も何種類
か用意する。
・年⾧組の雲チームと一緒に活動をすることで新たな刺
激を得られるようにする。

小グループを構成する ・2枚シートを敷いて年中⾧混合のグループを作る。

保育者の関わり 園児A 園児B 園児C

どんな雲があると
いいかな?

なんで黄色をつ
かったの?

（絵具が）す
べる、、（ひ
たすら色を混
ぜて空を作
る）

夕日が出ている感
じにしたの!

みて!面白い雲!
（アイスクリーム
雲）
こんな雲面白いん
じゃない?

（水色の空に線に
なっている雲を描
いている）

環境構成の図 振り返り
今回、雲にまつわる発言は少なかっ
たが、集中して手を止めることなく
描いている姿が印象的だった。最近
実験をすることが多かったが、雲そ
のものにより興味を持ってもらいた
いという思いから描く活動を今回も
含めて３回行った。子どもたちも慣
れてきて、それぞれ想像したものを
表現しやすくなってきているように
感じる。次回は綿を使った製作も
行ってみたい。
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これまで行ってきた探究これまでの活動の集大成
として、それぞれのお気に入りとなった雲を、ア
クリル・水彩絵の具・ねんど・クレヨンなどを使
用して表現しました。


